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貨量 現在ペー シングリー ドには、主 にシ リコーン とポ リエーテル系ポ リウレタンが使用 されている。

ペー シング リー ドは体内において、ペース メーカー本体 と共に長期間埋設する必要があ り、ペー シング

リー ドとしての機能の維持や生体への適合性か ら使用できる材料が限 られ て くる。実際 に使用す る際に

は、生体内において拒絶反応な どに対す る安定性 が必要 となっている。 しか し、特に現用 されているポ

リエーテル系ポ リウレタンは生体内での安定性はあるが、長期 間埋設 に対 して加水分解劣化が生 じるこ

とが知 られ てお り、機能の低下が問題 となっている。そ こで、ポ リエーテル系ポ リウレタンに代わる新

規材料の開発が不可欠である。本研究はペーシングリー ド用の新規材料 として開発中で あるポ リカーボ

ネー ト系ポ リウレタンの生体内安定性 に関す る基礎研究である。

目的 ペー シング リー ドに現用 されているシ リコー ンとポ リエーテル系ポ リウレタンを比較材料 とし、

新規材料であるポ リカーボネー ト系ポ リウレタンを動物実験 を通 して検討 し、生体 内へ の長期間埋設 に

対す る安定性 を明 らかにす る。

墾 方迭 犬を用いた動物実験を行い、実際に使用する状態を想定 して、ペーシング リー ド状にしたシ リ

コーン、ポ リエーテル系ポ リウレタン、ポ リカーボネー ト系ポ リウレタンを心臓部に埋設 した。また、促

進劣化を 目的 として、各試料を200%伸 張 した状態で皮下埋設(背 部か ら腹部 にかけて埋設)し た。各試

料 を12週 、28週 、48週 、犬の体内に埋設 した。

結果 ・考察28週 生体内埋設 した結果、ポ リエーテル系ポ リウレタ 。糠 螺
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Fig.1の ポ リエ0テ ル ポ リウレタン埋設前 とFig.2の200%伸 張 した皮蕊 姦 誌 蜜藷 蜘 繭藩

下留置 試料28週 埋設 を比較 す る と、28週 埋 設表 面 に ク ラ ックが生 じ

て い る こ とを確 認 した。28週 で皮 下留置 した試 料 を12週 皮 下埋設
Fig.1Surfaceshapeofthepolyetherした試 料 と比 べ る とクラ

ックが 大 き くな ってお り、 よ りい っそ う劣

polyurethanebeforeimplantation.化 が進 行 した の もの と推 察 した
。 シ リコー ンで は12週 、28週 共 に

1難攣獣灘羅議
ポ リエ0テ ル 系 ポ リウ レタ ンは12週 埋 設 の時 点 か ら第 一級 ア ミ

ンの赤外 吸収 ピー クに増加 鮪 が見 られ 、28週 埋 設で は顕 著 に表Fig.2Surfaceshapeofthepolyethe「

polyurethaneimplantedinsubcutaneousれ てい る
。 この こ とはFig.5の ポ リエー テル 系 ポ リウ レタン第一

for28weeks.級 ア ミンの 吸光 度比 を見 る とよ く分 か るが
、皮 下埋 設 した試 料 は
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12週 、28週 とオ リジナル試料 と比

べ増加傾 向にある。また、28週 では

12週 試料 と比べ る と若干個体差 が

目立っ よ うになって きている。心臓

埋設 した試料では12週 の時点では

オ リジナル と差がなく28週 におい

て皮下埋設試料12週 と同程度の増

加傾 向がある といえる。次 に、Fig.4

のポ リカーボネー ト系ポ リウレタンの

赤外吸収スペ ク トルの変化 は見 られ

なかった。Fig.6に 示 したポ リカーボ

ネー ト系 ポ リウレタンで皮 下埋設 し

た試料 の吸光度比12週 埋設ではオ

リジナル試料 と比べ変化 がなか った。

しか し、28週 埋設になると若干の増

加傾 向が確認 され た。心臓埋設試料

において皮下埋設試料 と同様 に12
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Fig.31Rspectraofthepolyetherpolyurethane.
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週埋設ではオ リジナル と同程度であ り、

28週 で若干の増加傾 向が確認 されたGシ リコー

ンでの皮 下埋設試料は12週 の時点か らメチル基

と推察 した ピー クが増加 を始め、28週 の時点で

はさらに増 大 していた。心臓埋設試料 では12週

はオ リナル と変わ りなかったが、28週 か ら皮下

埋設に現れ たメチル基の ピー クが生 じていた。 こ

れは タンパ ク質な ど洗浄で落 としきれなかったも

のが ピー クとして出て きた可能性 がある。以

上の ことか ら28週 埋設時点までの結果 よ り現

用 されているポ リエーテル系 ポ リウ レタンは遅

くて も28週 の時点か ら加水分解 、もしくは生体

内での他の要因により構造変化が生 じて くるが、

新規材料で あるポ リカーボネー ト系ポ リウレタ

ンでは変化は見 られ なか った ことか ら、ポ リカ

ーボネー ト系ポ リウ レタンは現用のポ リエーテ

ルポ リウレタンより高い生体内安定性 を有す る

ことが明 らかになった。
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Fig.41Rspectraofthepolycarbonatepolyurethane.
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Fig.6Absorbanceratioofthepolycarbonatepolyurethane.
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